
市教育委員会の表彰を受けた受賞者の皆さん

秋
の
叙
勲
受
章

　

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　
秋
の
叙
勲
が
こ
の
ほ
ど
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
市
内
の
受
章
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

叙　

勲

旭
日
小
綬
章

▼
占
野
　
秀
男
さ
ん
（
大
坪
町
）

　
元
県
議
会
議
員

▼
島
田
　
布し
く
む弘
さ
ん
（
松
浦
町
）

　
元
市
議
会
議
員

▼
井
手
　
富と
み
か
ず一
さ
ん
（
南
波
多
町
）

元
日
本
郵
政
公
社
職
員
（
特
定
郵

便
局
長
）

▼
馬
場
﨑
満み
つ
ろ
う朗
さ
ん
（
立
花
町
）

　
元
公
立
小
学
校
長

▼
丸
尾
　
　
昇
さ
ん
（
大
川
町
）

　
元
市
消
防
団
分
団
長

▼
阿
部
　
晋し
ん
ぞ
う三
さ
ん
（
大
坪
町
）

　
元
海
上
保
安
官

▼
石
田
　
　
清
き
よ
し
さ
ん
（
木
須
町
）

　
元
市
消
防
司
令
長

瑞
宝
双
光
章

旭
日
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

総
務
大
臣
表
彰

▼
深
浦
茂
子
さ
ん
（
立
花
町
）

▼
柳
本
光み
つ
く
に圀
さ
ん
（
黒
川
町
）

経
済
産
業
大
臣
表
彰

▼
中
野
敏
子
さ
ん
（
大
坪
町
）

山代町の『山代緑の少年団』団長の松永孝
こうぞう

三さ
んが、公益社団法人国土緑化推進機構の『緑の
少年団育成功労賞』を受賞し、10月27日、塚部
芳和市長に喜びの報告をしました。松永さんは、
山代緑の少年団が発足（平成 14 年）した当時か
ら団長を務めるとともに、平成 18 年から県緑の
少年団連絡協議会会長に就任。団員の緑化・美
化活動などの指導や育成に取り組んできました。

↑塚部市長に受賞の喜びを報告
　する松永孝三さん（右）

平
成
28
年
度 

統
計
功
績
者
表
彰
受
賞
者 

松永さんが
緑の少年団育成功労賞を受賞

　
11
月
14
日
、
市
役
所
で
伊
万
里
市
教
育
委
員
会
表
彰
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、文
化
の
日
に
ち
な
ん
で
、教
育
や
学
術
、

文
化
、
体
育
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
人
に
対
し
、
市
教

育
委
員
会
が
毎
年
表
彰
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、

５
人
と
１
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

【
学
校
教
育
】

▼
岩
橋
　
　
晃あ
き
ら

さ
ん

（
脇
田
町
）

▼
濵は
ま
ぐ
ち口

　
清き
よ
あ
き朗
さ
ん

（
脇
田
町
）

▼
椛か
ば
し
ま島
陽
一
郎
さ
ん

（
佐
賀
市
）

▼
加
茂
　
三み

幸ゆ
き

さ
ん

（
南
波
多
町
）

【
社
会
教
育
】

▼
岩
橋
　
一か
ず
ま
さ正
さ
ん

（
二
里
町
）

【
文
化
振
興
】

▼
県
立
伊
万
里
高
等
学
校

理
化
・
生
物
部（

二
里
町
）

市民図書館と図書館フレンズいまりが
ライブラリアンシップ賞を受賞

図書館総合展のフォーラムである『Library of the Year 2016』で、
伊万里市民図書館と伊万里市民図書館友の会 図書館フレンズいま
りがライブラリアンシップ賞を受賞しました。これは、市民図書
館が、その設置・建設の過程から市民参画により作られ、運営され
ているなど、市民との協働のもと、20 年間にわたり市民と共に優
れた図書館運営とサービスを提供したことが評価されたものです。

市
教
育
委
員
会
表
彰

↑
受
賞
を
喜
ぶ
杉
原
あ
け
み
館

長
と
井い

び

ゆ

き

樋
有
希
代
表
（
右
）
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お知らせします　高額医療・高額介護合算療養費制度

① 現役並み所得者・・同一世帯に課税所得 145 万円以上の所得がある 70 歳以上の人

② 一　般・・・・・・①、③、④以外の人

③ 低所得者Ⅱ・・・・世帯員全員が市町村民税非課税の人

④ 低所得者Ⅰ・・・・③のうち、世帯員全員の所得が一定基準以下の人（年金収入 80 万円以下など）

※ 次のいずれかに該当する人は、支給対象となることをお知らせできない場合があります。上記の支給要件

を参考に、支給対象となるかを確認してください。具体的な手続きや不明な点は、問い合わせてください。

　　 平成 27 年８月１日から平成 28 年７月 31 日までの間に、

　　 ▷市町を越える転居をした人

　　 ▷ほかの医療保険制度から国民健康保険または後期高齢者医療制度に変更した人

※ 被用者保険（国民健康保険・後期高齢者医療制度以外の健康保険）に加入している人にはお知らせが届きません。

所得区分 後期高齢者医療制度
＋ 介護保険

国保・健康保険など
＋ 介護保険（70〜74 歳）

① 現役並み所得者 67 万円 67 万円

② 一　般 56 万円 56 万円

③ 低所得者Ⅱ 31 万円 31 万円

④ 低所得者Ⅰ 19 万円 19 万円

● 問合先　国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入の人　長寿社会課医療保険係（ 　☎㉓２１５３）
　　　　　国民健康保険・後期高齢者医療制度以外の医療保険に加入の人　長寿社会課介護給付係（　 ☎㉓２１５４）

■高額医療・高額介護合算療養費制度とは
医療と介護の両方のサービスを利用している世帯の負担を軽減するもので、各医療保険の世帯ごとに、１年間に

支払った医療保険と介護保険の自己負担を合計し、基準額を超えた場合に、その超えた金額を支給するものです。

■支給要件・支給額は
各医療保険の世帯ごとに、平成 27 年８月１日から平成 28 年７月 31 日までに支払った医療保険・介護保険の

自己負担額が次の基準額を超えた場合に、その超えた額を支給します。

※ 自己負担額が基準額（次表の金額＋ 500 円）を超える場合に、【自己負担額－基準額】を支給します。

支給対象者へのお知らせ・申請手続きについての留意点

■支給対象者には平成 29 年３月までにお知らせします
　お知らせが届いたら、早めに長寿社会課で申請してください。お知らせが届いてから２年を過ぎると申請できません。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
を

配
信
し
ま
す

　
12
月
18
日
（
日
）
に
実
施
す
る

市
防
災
訓
練
で
、
訓
練
用
の
『
緊

急
速
報
メ
ー
ル
』（
エ
リ
ア
メ
ー

ル
）
を
市
内
の
携
帯
電
話
に
配
信

し
ま
す
。

※
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、
災
害
・

避
難
情
報
な
ど
を
、
対
象
地
域

内
に
あ
る
携
帯
電
話
に
一
斉
に

無
料
で
配
信
す
る
携
帯
電
話
会

社
の
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。

●

時
間
帯

　
午
前
８
時
ご
ろ

※
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
（
Ｙ
！
ｍ
ｏ
ｂ
ｉ
ｌ
ｅ
を
含

む
）、
ａ
ｕ
の
携
帯
電
話
に
１
回

配
信
し
ま
す
。

●

注
意
事
項

▽
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
で
も
着
信
音
が

鳴
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
都
合

が
悪
い
場
合
は
、
こ
の
時
間
帯
、

電
源
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
機
種
に
よ
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
受
信
可
能
機
種
や
設
定

方
法
な
ど
は
、
携
帯
電
話
会
社

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
防
災
危
機
管
理
課
防
災
危
機
管

理
係
（
　
☎
㉓
２
１
３
０
）

市
防
災
訓
練
を
実
施
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■
人
権
週
間
と
は

　
１
９
４
８
年
12
月
10
日
に
国
際

連
合
第
３
回
総
会
で
『
世
界
人
権

宣
言
』
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
、
12
月
10
日
を
『
人
権
デ
ー
』

と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
、

こ
の
日
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間

（
12
月
４
日
～
10
日
）
を
『
人
権
週

間
』
と
し
て
い
ま
す
。
世
界
人
権

宣
言
の
趣
旨
と
重
要
性
を
広
く
日

本
国
民
に
訴
え
か
け
る
と
と
も
に

さまざまな人権問題

【平成28年度啓発活動年間強調事項】
・女性の人権を守ろう
・子どもの人権を守ろう
・高齢者の人権を守ろう
・障害を理由とする偏見や差別をなくそう
・同和問題に関する偏見や差別をなくそう
・アイヌの人々に対する理解を深めよう
・外国人の人権を尊重しよう
・ＨＩＶ感染者やハンセン病患者などに対する偏見や差別をなくそう
・刑を終えて出所した人に対する偏見や差別をなくそう
・犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
・インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
・北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
・ホームレスに対する偏見や差別をなくそう
・性的指向を理由とする偏見や差別をなくそう
・性同一性障害を理由とする偏見や差別をなくそう
・人身取引をなくそう
・東日本大震災に起因する偏見や差別をなくそう

人権問題には、どのようなものがあるのでしょうか。法務省人権擁
護局が定めている人権啓発活動の年間強調事項を紹介します。

考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち

　
　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う 

違
い
を
認
め
合
う
心

●

問
合
先
　
人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
・
同
和
対
策
係
（ 

☎
㉓
２
１
９
０
）

生
涯
学
習
課
人
権
・
同
和
教
育
係
（ 

☎
㉓
３
１
８
６
）

　「
自
分
ら
し
く
幸
せ
な
人
生
を
送
り
た
い
」

　
誰
も
が
持
つ
こ
の
願
い
は
、
人
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
何
人
も
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
永
久
の
権
利
（
基
本
的
人
権
）
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
に
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
人
権

侵
害
や
差
別
を
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
見
過
ご
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
自
分
ら
し
く

幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
は
、
誰
も
が
相
手
の
気
持
ち
を
思
い
や
り
、
相
手
の
痛
み
や
悲
し

み
に
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
12
月
４
日
～
10
日
は
、『
人
権
週
間
』
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
な
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
人
間
は
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に

つ
い
て
平
等
で
あ
る
。
人
間
は
、
理
性
と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、
互
い
に
同

胞
の
精
神
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
～
世
界
人
権
宣
言 

第
１
条
～

人
権
週
間
　
12
月
４
日
〜
10
日

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図

る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て

　
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
の
解
決
に
向
け
、
地
域
や
団
体

に
お
け
る
研
修
講
座
の
開
催
な

ど
、
人
権
・
同
和
教
育
を
積
極
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
人
権
問
題
に

関
心
を
持
ち
、
正
し
く
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
あ
な
た
も
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
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一人で悩まず相談を

◇来所相談受付
● 市役所市民相談コーナー（ ☎㉓２１３３）

毎月第１・第３火曜日　午前 10 時～正午

● 各町公民館
年１回　特設人権相談

※ 開催は、広報紙などでお知らせします。

● 佐賀地方法務局伊万里支局（ ☎㉓２４９２）
毎日（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

午前８時30分～午後５時15分

※相談は無料で、秘密は固く守られます。

ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
in
伊
万
里

　
　
　
〜
だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
輝
く
社
会
を
目
指
し
て
〜

高
校
生
と
一
緒
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

●

日
　
時
　
12
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
20
分
～
４
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー 

文
化
ホ
ー
ル

●

内
　
容
　

▽
伊
万
里
農
林
高
校
生
徒
に
よ
る

　
太
鼓
部
『
至
誠
龍
神
』
の
演
奏
、
人
権
に
関
す
る
意
見
発
表
、
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
紙
芝
居
の
上
演

▽
人
権
講
演

 

・
テ
ー
マ
　『
生
き
て
！
生
き
て
！
生
き
ま
く
れ
！ 

　
　
　
　
　 

～
与
え
ら
れ
た
命
、
ち
ゃ
ん
と
燃
や
し
続
け
よ
う
！
～
』

 

・
講
　
師
　
柴
田 

真し
ん
す
け佑
さ
ん
（
大
分
県
佐
伯
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

▽
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

　
社
会
福
祉
法
人
Ｊ
Ｏ
Ｙ
明
日
へ
の
息
吹 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶く

ら

ぶ

楽
部
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

●

入
場
料
　
無
　
料

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

【市の啓発活動】

■小・中学生の人権・同和教育
作品展

● 開催場所・期間

▷市役所 市民ロビー

　12 月５日（月）〜 12 日（月）

▷市民図書館

　12 月 13 日（火）〜 22 日（木）

※ 最終日は午後４時まで

■街頭啓発活動

人権に関する啓発物品やリーフ

レットを配布します。

● 期　日　12 月４日（日）

● 場　所

　ＪＡ伊万里（農業まつり会場）

↑司会・進行を務める伊万里農林高校生徒会の皆さん

↑人権コンサートの社会福祉法人ＪＯＹ明日
への息吹 障害福祉サービス事業所ＪＯＹ
倶楽部ミュージックアンサンブル ↑講師の柴田真佑さん

◇電話相談受付
　月〜金曜日　午前８時30分～午後５時15分

● みんなの人権 110 番
　０５７０−００３−１１０

● 子どもの人権 110 番（通話料無料）
　０１２０−００７−１１０

● 女性の人権ホットライン
　０５７０−０７０−８１０

◇インターネット人権相談受付窓口
● パソコンから　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
● 携帯電話から　https://www.jinken.go.jp/soudan/mobile/001.html

人権相談
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　　　　　企業誘致・商工振興課商工振興係（　 ☎㉓２１８４）

減らそうごみ・生かそう資源

リサイクルサンデーに積極的に取り組みましょう
平成 27 年度の市のリサイクル率（※）は、13.0％で、国の 20.6％（平成 26 年度）や県の
18.7％（平成 26 年度）を大きく下回っています。リサイクル率を上げるためには、市民一人
一人がしっかりとごみを分別し、リサイクルできるものはリサイクルをして、捨てるごみを減
らす必要があります。
（※）リサイクル率…ごみの総排出量に占める資源回収量の割合

● 問合先　環境課リサイクル推進係（　 ☎㉓２１４５）

〜 ごみの減量化・資源化を推進しよう 〜

《リサイクルサンデー》
毎月１回各地区で決められた日曜日に、新聞紙や雑誌、空
き缶、瓶などの家庭から出た資源ごみを分別回収してリ
サイクルをする取り組みです。各行政区や子ども会など、
182 団体が取り組んでいます。
● 回収品目
▷紙　類　新聞紙、段ボール、雑誌・雑紙
▷缶　類　アルミ缶、スチール缶
▷瓶　類　一升瓶、ビール瓶

平成 28 年分の確定申告から
マイナンバーの記載が必要になります

申告書へのマイナンバー記載

+
本人確認書類の提示または
写しの添付が必要です

● 問合先　伊万里税務署（☎㉓３１４９）　

※扶養親族などがいる場合は、扶養親族などのマイナンバーの
　記載が必要です。
※市役所での申告受け付けは、平成29年２月20日（月）〜３
　月15日（水）の予定です。

冬の交通安全県民運動

◆期　間
　12 月 13 日（火）～ 22 日（木）
◆運動の重点
１. 子どもと高齢者の交通事故防止
２. 追突事故の防止
３. 早めのライト点灯（ハイビーム〔上向き〕

が原則）による夜間の交通事故防止
４. 飲酒運転の根絶
◆市内の交通事故発生状況〈11月16日現在〉
　　　　　　　　　　前年同期比
 ・人身事故　374 件  （−  ８件）
 ・死　　者　    １人  （−  ３人）
 ・傷　　者　509 人  （− 10 人）
● 問合先　総務課行政係（☎㉓２１２３）

国のマイナンバー
広報キャラクター

『マイナちゃん』

育児・介護休業法などが改正されました

妊娠・出産・育児期や家族の介護が必要な時期に、男女ともに離職すること無く働き続けることができるよう、
育児・介護休業法・男女雇用機会均等法などが改正されました。これらの改正法は、平成 29 年１月１日から
施行されます。主な改正点は以下のとおりです。

● 問合先　佐賀労働局雇用環境・均等室（☎０９５２㊱６２０５）

仕事と育児の両立支援制度の見直し 仕事と介護の両立支援制度の見直し

▷子の看護休暇（年５日）の取得単位を柔軟化
　（現行：１日単位　改正後：半日単位）
▷有期契約労働者の育児休業の取得要件を緩和
▷育児休業の対象となる子の範囲を拡大
　（特別養子縁組の監護期間中の子など）
▷妊娠・出産・育児休業・介護休業をしながら働く
　男女労働者の就業環境を整備

▷介護休業の分割取得
▷介護休業給付の給付率の引き上げ
　（現行：賃金の 40％　改正後：67％）
▷介護休暇（年５日）の取得単位を柔軟化
　（現行：１日単位　改正後：半日単位）
▷介護のための所定労働時間の短縮措置などの利用回数を柔軟化
▷介護のための所定外労働の免除制度を新設

税務課市民税係（☎㉓２１４８）

日頃捨ててしまいがち
なトイレットペーパー
の芯やティッシュペー
パーの空箱などもリサ
イクルできます
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花
に
も
早
咲
き
、
遅
咲
き
が

あ
る
よ
う
に
、
人
間
に
も
そ
れ

が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

南
波
多
町
出
身
の
演
歌
歌

手
・
池
田
輝て

る

郎お

さ
ん
は
、
若
い

こ
ろ
か
ら
民
謡
を
た
し
な
ま

れ
、
そ
の
歌
声
は
誰
も
が
認
め

る
実
力
者
。
各
地
の
民
謡
大
会

で
は
幾
度
と
な
く
優
勝
す
る
な

ど
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
る
歌
手

で
し
た
。
あ
る
温
泉
地
で
開
催

さ
れ
た
民
謡
大
会
終
了
後
に
浴

場
で
一
人
歌
っ
て
い
た
時
の
こ

と
。
そ
の
大
会
の
審
査
員
だ
っ

た
作
曲
家
の
水
森
英
夫
さ
ん
が

た
ま
た
ま
そ
こ
に
居
合
わ
せ
て

い
ま
し
た
。
浴
場
に
響
く
そ
の

歌
声
に
聞
き
ほ
れ
た
水
森
さ
ん

に
声
を
か
け
ら
れ
た
の
が
デ

ビ
ュ
ー
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

こ
の
運
命
の
出
会
い
か
ら
時
が

流
れ
、
先
日
市
民
会
館
で
デ

ビ
ュ
ー
10
周
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
さ
れ
、
観

客
か
ら
の
募
金
を
熊
本
支
援
に

と
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

氷
川
き
よ
し
さ
ん
を
は
じ
め

多
く
の
歌
手
を
育
て
ヒ
ッ
ト
曲

を
連
発
さ
れ
る
水
森
さ
ん
の
作

曲
で
、
プ
ロ
歌
手
と
し
て
は
遅

く
、
当
時
54
歳
で
メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
ー
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

持
ち
前
の
高
音
と
、
民
謡
で
鍛

え
上
げ
ら
れ
た
声
量
で
ヒ
ッ
ト

曲
を
次
々
と
連
発
。
今
で
は
全

国
に
多
く
の
フ
ァ
ン
が
お
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
出
演
や
、
コ
ン
サ
ー
ト
活
動

も
精
力
的
に
こ
な
さ
れ
、
市
観

光
大
使
第
１
号
と
し
て
本
市
を

全
国
津
々
浦
々
に
売
り
込
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

人
生
は
運
、
不
運
と
隣
り
合

わ
せ
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
運
を

引
き
寄
せ
る
に
は
ふ
だ
ん
か
ら

の
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
最
近
の

ヒ
ッ
ト
曲
『
両
家
良
縁
晴は

れ

々ば
れ

と
』

に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
60
歳
代

に
入
っ
て
ま
す
ま
す
進
化
さ
れ

て
い
る
池
田
演
歌
。
次
な
る
願

い
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
出

場
で
す
。

　

水
森
さ
ん
も
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
60
歳
代
で
紅
白
初
出

場
と
い
う
の
は
話
題
性
も
あ

り
、
シ
ニ
ア
世
代
を
元
気
に
し

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
何
よ

り
も
今
咲
き
誇
る
大
輪
の
花
を

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
う
の

は
、
伊
万
里
の
人
の
夢
で
も
あ

り
ま
す
。
紅
白
歌
合
戦
が
流
れ

る
中
で
、
今
年
も
閉
じ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

池
田
輝
郎
さ
ん

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 

　
塚
部 

芳
和

↑市日中友好協会の歓迎夕食会↑大川内山の美しさに感動しました↑いまり秋祭りの『市民総踊り』に参加

　
伊
万
里
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
こ
ん
に
ち
は

　
私
は
、
中
国
大
連
市
か
ら
来

ま
し
た
、
李り 

瑩え
い

と
申
し
ま
す
。

今
回
第
18
期
公
務
研
修
生
と
し

て
、
こ
の
伊
万
里
で
１
年
間
研

修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
私
は
、
大
連
市
出
身
で
、
現

在
36
歳
。
夫
と
娘
の
３
人
家
族

で
す
。
は
じ
め
て
の
一
人
暮
ら

し
な
の
で
、
不
安
が
あ
り
ま
し

た
が
、
伊
万
里
市
の
人
た
ち
は

と
て
も
優
し
く
て
親
切
で
、
ま

る
で
自
分
の
故
郷
に
い
る
よ
う

な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
に
も
だ
ん
だ
ん
と
慣
れ
て

き
て
、
不
安
も
少
し
ず
つ
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
は
10
月
５
日
に
伊
万
里
市

に
来
ま
し
た
。
10
月
に
は
早
速
、

『
い
ま
り
秋
祭
り
』
が
あ
り
ま

し
た
。
市
民
総
踊
り
に
参
加
し
、

生
ま
れ
て
初
め
て
浴
衣
を
着

て
、
み
ん
な
と
一
緒
に
踊
り
ま

し
た
。
伊
万
里
川
で
行
わ
れ
た

川
落
と
し
合
戦
は
、
と
て
も
迫

力
が
あ
り
、
来
日
後
す
ぐ
に
こ

の
よ
う
な
体
験
が
で
き
て
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
川
内
山
や
竹
の
古

場
公
園
な
ど
、
景
色
が
と
て
も

美
し
く
魅
力
あ
ふ
れ
る
土
地
だ

と
思
い
ま
す
。

　
大
連
市
も
美
し
い
土
地
で

す
。
山
と
海
の
ほ
か
、
き
れ
い

な
広
場
や
高
層
ビ
ル
も
あ
り
ま

す
。
春
は
桜
を
見
て
、
夏
は
海

で
遊
び
、
秋
は
甘
い
果
物
を
味

わ
い
、
冬
は
温
泉
と
ス
キ
ー
を

楽
し
め
ま
す
。
名
産
は
さ
く
ら

ん
ぼ
が
と
て
も
有
名
で
、
さ
く

ら
ん
ぼ
狩
り
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

狩
り
な
ど
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
老ろ
う

虎こ

灘た
ん

の
極
き
ょ
く

地ち

海か
い

洋よ
う

世せ

界か
い

や
聖せ
い

亜あ

海か
い

洋よ
う

世せ

界か
い

な
ど
の

水
族
館
や
、
金き
ん

石せ
き

灘た
ん

に
は
発は
っ

現け
ん

王お
う

国こ
く

と
い
う
遊
園
地
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、長
ち
ょ
う

海か
い

県け
ん

と
い
う
島
々

が
あ
り
、
景
色
も
よ
く
、
海
鮮

も
と
て
も
お
い
し
い
と
こ
ろ
で

す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
大
連
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
１
年
間
、
真
面
目

に
研
修
に
取
り
組
み
、
伊
万
里

市
の
い
い
と
こ
ろ
を
探
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

李 
瑩
さ
ん 

リ
ポ
ー
ト
① 
中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生
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